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一

勝
俣
隆
先
生

略
歴
・
研
究
業
績

研
究
の
概
要

研
究
は
上
代
文
学
と
中
世
文
学
を
中
心
と
し
て
、
中
古
文
学
、
さ
ら
に
は
、

現
代
文
学
ま
で
に
及
ぶ
。中
で
も
、上
代
で
は
記
紀
神
話
の
解
釈
、中
世
で
は
、

中
世
小
説
（
御
伽
草
子
・
室
町
物
語
）
の
本
文
と
挿
絵
の
関
係
に
つ
い
て
の
考

察
が
骨
格
と
な
る
。
前
者
で
は
、
日
本
の
神
話
の
中
に
星
座
を
見
い
だ
し
、
日

本
神
話
の
中
心
的
部
分
が
星
辰
神
話
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
点
が
功
績
と
言
え

る
。
今
ま
で
日
本
人
は
星
に
関
心
を
持
た
ず
、
神
話
に
も
、
星
の
神
話
は
存
在

し
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
天
孫
降
臨
神
話
と
天
石
屋
戸
神
話
は
星
座
神
話

と
し
て
理
解
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
具
体
的
に
は
、
天
の
八
衢
は
昴
（
プ

レ
イ
ア
デ
ス
星
団
）、
猿
田
毘
古
神
（
猿
田
彦
大
神
）
は
畢
星
（
ヒ
ア
デ
ス
星

団
）、
天
宇
受
売
命
は
オ
リ
オ
ン
座
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
天
宇
受
売

命
が
両
方
の
神
話
で
活
躍
す
る
の
も
、
天
宇
受
売
命
を
オ
リ
オ
ン
座
と
解
釈
す

る
こ
と
で
理
解
で
き
る
と
し
た
。
こ
れ
は
古
事
記
学
会
で
発
表
し
た
も
の
が
基

で
あ
る
が
、
東
亜
天
文
学
会
・
日
本
天
文
学
会
の
機
関
誌
で
紹
介
さ
れ
、
朝
日

新
聞
・
毎
日
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
、
天
文
学
関
係
の
雑
誌
な
ど
で
も
紹
介
さ

れ
た
。
講
演
会
も
半
数
は
日
本
神
話
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
術
的
価
値
、

発
想
の
新
し
さ
、
社
会
的
影
響
力
を
考
え
て
も
、
全
業
績
の
中
で
、
最
も
意
義

あ
る
論
で
あ
る
と
考
え
る
。

星
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
七
夕
伝
説
に
関
す
る
考
察
も
大
き
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
も
と
も
と
中
世
小
説
に
『
七
夕
』
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
そ
こ
に
金

星
・
帚
星
・
昴
な
ど
が
登
場
し
、星
と
文
学
の
関
係
を
考
察
で
き
た
。さ
ら
に
、

古
事
記
学
会
で
は
、
七
夕
伝
説
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
七
夕
が

な
ぜ
七
月
七
日
に
行
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
日
が
異
郷
と
現
世
が
結
ば

れ
る
特
別
な
日
で
あ
る
た
め
、
天
上
世
界
の
織
女
と
人
間
世
界
の
牽
牛
が
出
会

え
る
日
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
を
提
示
で
き
た
。
七
夕
伝
説
に
つ
い
て
も
、
講

演
の
他
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
も
出
演
し
、
拙
案
を
紹
介
で
き
た
。

一
方
、
中
世
小
説
で
は
、
海
外
も
含
め
て
、
多
く
の
伝
本
を
調
査
し
、
紹
介

で
き
た
こ
と
も
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
中
で
も
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
が

所
蔵
し
て
い
た
『
ひ
な
鶴
』
と
い
う
作
品
は
今
ま
で
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
な
の
で
、
新
た
な
物
語
を
発
見
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
中

世
小
説
の
本
文
と
挿
絵
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
十
三
の
法
則
を
打
ち
立

て
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
こ
と
も
成
果
と
い
え

る
。ま

た
、
古
典
文
学
の
三
大
謎
と
い
わ
れ
た
一
つ
で
あ
る
徒
然
草
の
「
む
ま
の

き
つ
り
や
う
き
つ
に
の
を
か
な
か
く
ほ
れ
い
り
く
れ
ん
と
う
」
の
謎
に
つ
い

て
、
い
ろ
は
歌
を
利
用
し
た
謎
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、「
に
つ
き
」
と
い

う
解
答
を
導
い
た
点
も
、
７
０
０
年
間
解
法
が
不
明
で
あ
っ
た
謎
を
読
み
解
い

た
点
に
お
い
て
大
き
な
功
績
を
成
し
遂
げ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、『
枕
草
子
』
の
冒
頭
部
に
着
目
し
、
清
少
納
言
が
素
材
と
し
て
植

物
と
い
う
動
き
の
な
い
も
の
を
排
除
し
、
動
物
・
天
体
・
気
象
な
ど
の
動
き
の

あ
る
も
の
の
み
を
描
き
、
活
き
活
き
と
し
た
描
写
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
を
、
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二

具
体
的
に
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
清
少
納
言
が
い
か
に
優
れ
た
知
性
・
能
力
と
文

章
力
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
清
少
納
言
を
文
学

者
と
し
て
正
当
に
評
価
で
き
た
と
考
え
る
。

他
に
も
、『
篁
物
語
』に
お
い
て
、
従
来
の
解
釈
で
不
明
な
点
、
あ
る
い
は
、

疑
問
な
点
に
つ
い
て
新
た
な
解
釈
を
い
く
つ
か
提
示
で
き
た
点
で
意
義
が
在
る

と
考
え
る
。

そ
の
ほ
か
、
長
崎
が
描
か
れ
た
古
典
文
学
や
長
崎
出
身
の
青
来
有
一
氏
な
ど

の
小
説
家
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
範
囲
で
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
法
人
化
後
、
大
学
が
多
忙
を
極
め
、
予
定
し
た
研
究
の
半
分
ほ
ど
し
か
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
退
職
後
は
、
残
さ
れ
た
研
究
に
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

履
歴

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
年
）
神
奈
川
県
箱
根
に
生
ま
れ
る

学
歴

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

神
奈
川
県
立
小
田
原
高
校
卒
業
後
、
静
岡
大
学
人
文
学
部
、
京
都
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
課
程
、
同
博
士
後
期
課
程
で
国
語
国
文
学
を
専
攻
。
平
成
二

一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
に
博
士
（
文
学
）
京
都
大
学
。

職
歴

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
に
国
立
新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
一
般
科
目

専
任
講
師
（
国
語
担
当
）、
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）
同
上
助
教
授
を
経

て
、
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
年
）
に
長
崎
大
学
教
育
学
部
助
教
授
（
国
文
学

担
当
）
に
転
任
。
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
同
上
教
授
に
昇
任
し
現
在

に
至
る
。

研
究
業
績

著
書
・
報
告
書

１

中
世
小
説
と
散
逸
物
語
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
（『
風
葉
和
歌
集
』
所

載
の
物
語
を
中
心
と
し
て

単
著

平
成
一
〇
年
三
月

勝
俣

隆
、
平

成
一
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
Ｃ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書

一

－

一
〇
四
頁

２

古
事
記
の
神
々

上
（
古
事
記
研
究
大
系
）
共
著

平
成
一
〇
年
六
月

高
科
書
店

古
事
記
学
会

全
三
三
四
頁
中
、
二
二
三－

二
三
三
の
一
一

頁
分
を
担
当

３

絵
巻
・
室
町
物
語
と
説
話
（
説
話
論
集

第
八
巻
）
共
著

平
成
一
〇
年

八
月

清
文
堂

全
四
一
八
頁
中
、
二
五
一－

二
九
三
の
四
三
頁
分
を
担

当

４

星
座
で
読
み
解
く
日
本
神
話

単
著

平
成
一
二
年
六
月

大
修
館
書
店

一－

二
九
四
の
全
頁

５

中
世
小
説
の
挿
絵
と
本
文
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究

単
著

平
成
一
四

年
三
月

勝
俣

隆
、
平
成
一
〇
年
度
〜
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
Ｃ
）（
２
）
研
究
成
果
報
告
書

一－

一
六
二
頁

６

お
伽
草
子
事
典

共
著

平
成
一
四
年
九
月

東
京
堂
出
版

全
五
二
九

頁
の
う
ち
、
二
一
項
目
約
三
〇
頁
分
を
担
当

７

古
事
記
論
集

共
著

平
成
一
五
年
五
月

お
う
ふ
う

古
事
記
学
会

全
三
三
四
頁
の
う
ち
、
二
〇－

二
九
、
一
八
七－

二
〇
五
の
計
二
九
頁
分
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を
担
当

８

辞
書
遊
歩－

長
崎
で
辞
書
を
読
む－

共
著

平
成
一
六
年
三
月

九
州

大
学
出
版
会

全
一
九
〇
頁
の
う
ち
、
二
三－

三
六
の
十
四
頁
分
を
担
当

９

東
歌
・
防
人
歌

後
期
万
葉
の
男
性
歌
人
た
ち
（
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人

と
作
品

第
十
一
巻
）
共
著

平
成
一
七
年
五
月

和
泉
書
院
、
全
三
二

四
頁
の
う
ち
、
一
〇
三－

一
一
一
の
九
頁
分
を
担
当

10

万
葉
秀
歌
抄
（
セ
ミ
ナ
ー

万
葉
の
歌
人
と
作
品

第
十
二
巻
）
共
著

平
成
一
七
年
一
一
月

和
泉
書
院
、
全
三
八
三
頁
の
う
ち
、
二
九
九
、
三

二
一
の
二
頁
分
を
担
当
（
巻
一
四
・
三
四
八
四
と
巻
一
六
・
三
八
一
六
を

担
当
）

11

中
世
小
説
の
発
生
と
展
開
、
影
響
に
つ
い
て
の
研
究－

挿
絵
と
本
文
の
両

面－

単
著

平
成
二
〇
年
三
月

勝
俣

隆
、
平
成
一
六
年
度
〜
一
九

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
（
ｃ
）〉
研
究
成
果
報
告
書

一

－

一
八
六
頁

12

神
話
・
象
徴
・
言
語

共
著

平
成
二
〇
年
三
月

篠
田
知
和
基
、
楽
瑯

書
院

九
五
八
頁

13

お
伽
草
子

百
花
繚
乱

共
著

平
成
二
〇
年
一
一
月

徳
田
和
夫

笠

間
書
院

六
八
二
頁

14

天
空
の
神
話－

風
と
鳥
と
星

共
著

平
成
二
一
年
三
月

篠
田
知
和

基
、
楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

六
九
二
頁

15

神
話
・
象
徴
・
言
語
・
２

共
著

平
成
二
一
年
一
二
月

篠
田
知
和

基
、
楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

四
一
六
頁

16

異
郷
訪
問
譚
・
来
訪
譚
の
研
究

上
代
日
本
文
学
編

単
著

平
成
二
一

年
一
二
月

勝
俣

隆
、
和
泉
書
院

五
六
五
頁

17

水
と
火
の
神
話：

水
中
の
火

共
著

平
成
二
二
年
三
月

篠
田
知
和

基
、
楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

四
二
〇
頁

18

神
話
・
象
徴
・
言
語
・
３

共
著

平
成
二
二
年
一
二
月

篠
田
知
和

基
、
楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

19

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
す
っ
き
り
わ
か
る
日
本
の
神
話

共
著

平
成
二
三

年
一
月

「
歴
史
読
本
」
編
集
部
、
新
人
物
往
来
社

二
二
四
頁

20

愛
の
神
話
学

共
著

平
成
二
三
年
三
月

篠
田
知
和
基
、
楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

五
二
六
頁

21

神
話
・
象
徴
・
図
像
１

共
著

平
成
二
三
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、

楽
瑯
書
院

22

古
典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス

王
朝
文
学
を
読
む
た
め
に

共
著

平
成
二

四
年
六
月

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
、
笠
間
書
院

四

四
五
頁

23

異
界
と
常
世

共
著

平
成
二
四
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、
楽
瑯
書
院

五
八
〇
頁

24

神
話
・
象
徴
・
図
像
２

共
著

平
成
二
四
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、

楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

25

異
界
と
常
世

共
著

平
成
二
五
年
三
月

篠
田
知
和
基
、
楽
瑯
書
院

五
八
〇
頁

26

神
話
・
象
徴
・
図
像
３

共
著

平
成
二
五
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、

楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

三
七
六
頁

27

中
世
小
説
の
生
成
発
展
過
程
の
研
究－

伝
本
・
説
話
・
挿
絵
を
中
心
に－

単
著

平
成
二
六
年
三
月

勝
俣

隆
、
平
成
二
一
年
度
〜
二
五
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
（
ｃ
）〉
研
究
成
果
報
告
書

三
一
六
頁

28

神
話
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

共
著

平
成
二
六
年
三
月

篠
田
知
和
基
、
楽

瑯
書
院

五
三
六
頁
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四

29

神
話
・
象
徴
・
儀
礼

共
著

平
成
二
六
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、
楽

瑯
書
院

五
二
六
頁

三
五
八
頁

30

神
話
・
象
徴
・
儀
礼
Ⅱ

共
著

平
成
二
七
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、

楽
瑯
書
院

五
二
六
頁

三
七
〇
頁

31

神
話
・
象
徴
・
儀
礼
Ⅲ

共
著

平
成
二
八
年
一
二
月

篠
田
知
和
基
、

楽
瑯
書
院

二
六
二
頁

一
〇
二
頁

32

上
代
日
本
の
神
話
・
伝
説
・
万
葉
歌
の
解
釈

単
著

平
成
二
九
年
三
月

勝
俣

隆
、
お
う
ふ
う

七
三
六
頁

論
文
・
翻
刻
・
書
評
等

１

金
星
と
国
文
学
と
人
間
と

単
著

昭
和
五
一
年
二
月

静
岡
大
学
人
文

学
部
『
国
文
談
話
会
報
』
二
一
号

七
頁

２

金
星
と
国
文
学
と
人
間
と
（
Ｂ
）
明
け
の
明
星

単
著

昭
和
五
三
年
一

〇
月

静
岡
大
学
人
文
学
部
『
国
文
談
話
会
報
』
二
四
号

七
頁

３

住
吉
三
神
の
解
釈
に
つ
い
て

単
著

昭
和
五
四
年
一
二
月

静
岡
大
学

人
文
学
部
『
国
文
談
話
会
報
』
二
五
号

一
一－

二
一
頁

４

中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
』
の
本
文
に
関
す
る
一
考
察－
慶
応
大
学
蔵

『
雨
わ
か
み
こ
』
に
つ
い
て－

単
著

昭
和
五
五
年
一
二
月

静
岡
大

学
人
文
学
部
『
国
文
談
話
会
報
』
二
六
号

九－

一
七
頁

５

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
あ
め
若
若
物
か
た
り
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単

著

昭
和
五
六
年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学

編
一
七
巻

八－

二
二
頁

６

高
松
宮
御
所
蔵
『
七
夕
の
草
紙
』
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭
和
五
七

年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
人
文
科
学
編
一
八
巻

九－

二
四
頁

７

火
中
出
産
譚
の
神
話
的
解
釈
に
つ
い
て

単
著

昭
和
五
七
年
二
月

静

岡
大
学
人
文
学
部
『
国
文
談
話
会
報
』
二
七
号

一－

七
頁

８

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
雨
若
御
子
』
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭
和
五

八
年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
一
九
巻

一
一－

二
六
頁

９

大
樹
伝
説
か
ら
見
た
「
比
那
」
の
語
義

単
著

昭
和
五
八
年
二
月

静

岡
大
学
人
文
学
部
『
国
文
談
話
会
報
』
二
八
号

一－

八
頁

10

木
国
と
根
国－

大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
譚
に
関
し
て－

単
著

昭

和
五
八
年
七
月

愛
媛
大
学
法
文
学
部
『
愛
文
』
一
九
号

一－

六
頁

11

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『
七
夕
』
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭
和

五
九
年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
〇
巻

一－

一
五
頁

12

「
自
二
木
俣
一
漏
逃
」
の
一
解
釈－

大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
譚
に
関
し

て－

単
著

昭
和
五
九
年
一
月

古
事
記
学
会
『
古
事
記
年
報
』
二
六

号

八
五－

九
九
頁

13

大
樹
伝
説
に
見
ら
れ
る
宇
宙
樹
的
要
素
と
生
命
の
水－

雄
略
記
百
枝
槻
の

条
を
中
心
と
し
て－

単
著

昭
和
五
九
年
二
月

静
岡
大
学
人
文
学
部

『
静
大
国
文
』

二
九
号

一－

一
三
頁

14

「
波
の
穂
を
跳
む
」
と
「
粟
茎
に
弾
か
れ
て
」
の
意
図
す
る
も
の－

常
世

国
へ
の
渡
航
方
法
に
関
し
て－

単
著

昭
和
五
九
年
七
月

愛
媛
大
学

法
文
学
部
『
愛
文
』
二
〇
号

一－

五
頁

15

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
七
夕
の
由
来
』
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭
和

六
〇
年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
一
巻

一
号

一
二－

二
六
頁

16

天
の
八
衢
に
つ
い
て

単
著

昭
和
六
〇
年
一
月

古
事
記
学
会
『
古
事
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略
歴
・
著
作
目
録

五

記
年
報
』
二
七
号

一
九－

三
二
頁

17

浦
島
伝
説
の
一
要
素－

丹
後
国
風
土
記
逸
文
を
中
心
に－

単
著

昭
和

六
〇
年
二
月

京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
『
国
語
国
文
』
五
四
巻

二
号

一
九－

三
二
頁

18

万
葉
集
巻
三
・
四
二
〇
番
歌
の
解
釈
へ
の
一
方
法－

「
天
地
乃
至
流
左
右

二
」
か
ら
見
た
古
代
日
本
人
の
天
空
観
を
通
し
て－

単
著

昭
和
六
〇

年
三
月

静
岡
大
学
人
文
学
部
『
静
大
国
文
』
三
〇
号

一－

一
〇
頁

19

大
洲
市
立
図
書
館
蔵
『
あ
め
若
さ
う
し
』
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭

和
六
〇
年
三
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
一

巻
二
号

一－

一
五
頁

20

中
世
小
説
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
に
お
け
る
挿
絵
と
本
文
の
齟
齬
に
つ
い
て

－

姫
君
の
琴
の
演
奏
と
天
稚
御
子
の
降
臨－

単
著

昭
和
六
〇
年
七
月

愛
媛
大
学
法
文
学
部
『
愛
文
』
二
一
号

一－

七
頁

21

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
た
な
は
た
』
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭
和
六

一
年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
二
巻
一

号

一－

一
五
頁

22

猨
田
毘
古
神
の
解
釈
に
つ
い
て

単
著

昭
和
六
一
年
一
月

古
事
記
学

会
『
古
事
記
年
報
』
二
八
号

一
一
四－

一
三
五
頁

23

京
都
大
学
文
学
部
蔵
「
あ
め
わ
か
物
語
」
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭

和
六
一
年
三
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
二

巻
二
号

一－

一
七
頁

24

『
竹
取
物
語
』
の
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
と
タ
ヂ
マ
モ
リ
伝
承
の
ト
キ
ジ
ク

ノ
カ
ク
ノ
コ
ノ
ミ

単
著

昭
和
六
一
年
四
月

静
岡
大
学
人
文
学
部

「
静
大
国
文
」
三
一
号

一－

八
頁

25

京
都
大
学
文
学
部
蔵
「
た
な
ば
た
」
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

昭
和
六

二
年
一
月

新
居
浜
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
三
号

一－

一
五
頁

26

中
世
小
説
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
の
七
夕
系
本
文
二
系
統
の
新
旧
に
関
す
る

一
考
察－

絵
と
本
文
の
齟
齬
を
通
し
て－

単
著

昭
和
六
二
年
九
月

愛
媛
大
学
法
文
学
部
「
愛
文
」
二
三
号

三
二－

三
八
頁

27

植
松
茂
氏
蔵
「
時
雨
」
の
翻
刻

単
著

昭
和
六
三
年
一
月

新
居
浜
工

業
高
等
専
門
学
校
紀
要

人
文
科
学
編
二
四
号

一－

二
〇
頁

28

中
世
小
説
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
と
散
逸
物
語
「
夢
ゆ
ゑ
物
思
ふ
」

単
著

昭
和
六
三
年
一
二
月

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
「
国
語
と
教
育
」
一

三
号

一－

一
二
頁

29

日
本
神
話
の
星
（
上
）

単
著

平
成
元
年
二
月

河
出
書
房
新
社

季

刊
天
文
誌
「
星
の
手
帖
」
九
四－

九
六
頁

30

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
あ
め
わ
か
み
こ
」
の
翻
刻
及
び
解
題

単
著

平
成
元
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
三
八
巻
三

－

二
二
頁

31

万
葉
集
巻
九
、
上
総
の
末
珠
名
娘
子
を
詠
む
一
首
に
お
け
る
「
鎰
」
を
め

ぐ
っ
て

単
著

平
成
元
年
三
月

静
岡
大
学
人
文
学
部
「
静
大
国
文
」

三
四
号

七
八－

九
二
頁

32

日
本
神
話
の
星
（
下
）
単
著

平
成
元
年
五
月

河
出
書
房
新
社

季
刊

天
文
誌
「
星
の
手
帖
」

八
二－

八
六
頁

33

「
い
ぶ
せ
し
」
語
義
考

単
著

平
成
元
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部

人
文
科
学
研
究
報
告
三
九
号

三－

一
五
頁

34

枕
草
子
冒
頭
部
の
構
造
に
つ
い
て

単
著

平
成
元
年
一
二
月

長
崎
大

学
国
語
国
文
学
会
「
国
語
と
教
育
」
一
四
号

四
一－

五
〇
頁

35

旅
人
た
ち
の
風
景
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
上
・
中
・
下
、「
肥
前
国
風



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

六

土
記
」
上
・
中
・
下
、「
万
葉
集
」
四
・
五
、「
シ
ー
ボ
ル
ト
」
一
か
ら
五

項
目
分
担

平
成
二
年
一
月
〜
六
月

長
崎
新
聞

年
間
企
画
「
旅
人
た

ち
の
風
景
」
の
分
担
執
筆

36

枕
草
子
二
三
七
段
の
解
釈
に
つ
い
て－

「
つ
き
づ
き
し
」
の
（
美
）
意
識

を
通
し
て

単
著

平
成
二
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研

究
報
告
四
〇
号

一－

一
二
頁

37

常
世
国
の
存
在
位
置
と
不
老
不
死
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察

単
著

平
成
二
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
四
一
号

一

－

一
三
頁

38

箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
俚
謡
に
つ
い
て

単
著

平
成
三
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
四
二
号

一－

一
五
頁

39

箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
俚
諺
・
俗
信
・
俚
謡
に
つ
い
て

単
著

平

成
三
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
四
三
号

一
三

四－

一
四
三
頁

40

『
徒
然
草
』「
む
ま
の
き
つ
云
々
」
の
謎
に
つ
い
て

単
著

平
成
三
年

一
一
月

京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
『
国
語
国
文
』
六
〇
巻
一
一

号

一
九－

三
四
頁

41

御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
の
一
挿
絵
と
本
文
に
つ
い
て－

酒
呑
童
子
登
場

の
場
面
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て－

単
著

平
成
四
年
一
月

愛
媛
大
学
法

文
学
部
『
愛
文
』

二
七
号

二
九－

三
九
頁

42

天
津
甕
星
の
解
釈
に
つ
い
て

単
著

平
成
四
年
三
月

長
崎
大
学
教
育

学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
四
四
号

一－

一
一
頁

43

御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』
の
一
場
面
に
お
け
る
二
系
統
成
立
に
関
す
る
考

察－

挿
絵
と
本
文
を
通
し
て－

単
著

平
成
四
年
三
月

静
岡
大
学
人

文
学
部
『
静
大
国
文
』
三
六
号

四
八－

五
九
頁

44

大
樹
伝
説
と
琴

単
著

平
成
四
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科

学
研
究
報
告
四
五
号

一－

一
〇
頁

45

大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
譚
の
本
文
に
つ
い
て

単
著

平
成
四
年
一
一

月

長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
「
古
典
文
学
研
究
」
創
刊
号

一－

一

〇
頁

46

万
葉
集
巻
三
・
二
七
○
番
歌
の
解
釈－

「
山
下
」
に
つ
い
て
の
考
察
を
中

心
に－

単
著

平
成
五
年
二
月

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
「
国
語
と

教
育
」
一
七
号

五
一－

五
八
頁

47

万
葉
集
に
描
か
れ
た
金
星
に
つ
い
て
の
考
察

単
著

平
成
五
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
四
六
号

一
七－

三
一
頁

48

肥
前
国
風
土
記
彼
杵
郡
落
石
岑
の
記
述
に
つ
い
て

単
著

平
成
五
年
六

月

風
土
記
研
究
会
「
風
土
記
研
究
」
一
六
号

六
五－

七
六
頁

49

万
葉
集
巻
三
・
三
五
八
番
歌
の
解
釈－

「
粟
島
」
と
「
羨
し
き
小
舟
」
の

視
点
か
ら－

単
著

平
成
五
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学

研
究
報
告
四
七
号

一
七－

二
九
頁

50

浦
島
伝
説
に
於
け
る
玉
匣
（
玉
手
箱
）
に
つ
い
て

単
著

平
成
五
年
七

月

長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
「
古
典
文
学
研
究
」
二
号

一－

一
〇

頁

51

〈
書
評
〉
児
玉
正
幸
『
武
門
の
倫
理

悲
し
き
「
侍
」
か
ら
、
誇
り
高
き

「
武
家
」
へ
』（
行
路
社
、
１
９
９
３
）

単
著

平
成
五
年

南
日
本

新
聞

一
九
九
三
年

52

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
蔵
古
典
籍
蔵
書
目
録【
五
十
音
索
引
】
共
著（
若

木
太
一
、
不
破
浩
子
氏
と
）

平
成
六
年
一
月

長
崎
大
学
教
養
部
紀
要

人
文
科
学
編

五
一－

七
二
頁

53

日
本
書
記
の
猨
田
彦
神
の
記
述
に
関
す
る
一
考
察

単
著

平
成
六
年
三



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

七

月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告

第
四
八
号

一－

一
五

頁

54

マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
読
み
書
き
概
念
の
揺
ら
ぎ－

将
来
の
図
書

館
・
研
究
室
と
マ
ル
チ
・
メ
デ
ィ
ア
携
帯
端
末
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て－

単
著

平
成
六
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
年
報

第
六
号

二
七－

三
二
頁

55

枕
草
子
の
美
意
識

－

清
女
の
二
元
対
立
的
思
考
と
つ
き
づ
き
し
の
美
意

識－

単
著

平
成
六
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報

告

第
四
九
号

三
九－
五
四
頁

56

古
事
記
に
お
け
る
綿
津
見
宮
の
存
在
位
置
に
つ
い
て

単
著

平
成
六
年

六
月

長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
『
古
典
文
学
研
究
』

第
三
号

一

－

一
三
頁

57

万
葉
集
に
お
け
る
「
鶴
」
の
歌
を
め
ぐ
っ
て

単
著

平
成
七
年
二
月

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
語
と
教
育
』

第
一
九
号

七
二－

八
五

頁

58

方
丈
記
の
数
値
表
現
の
一
考
察－

家
屋
の
大
き
さ
を
中
心
に－

単
著

平
成
七
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
〇
号

二
九－

三
九
頁

59

情
報
時
代
に
お
け
る
国
語
（
日
本
語
）
表
記
の
あ
り
方
に
つ
い
て

単
著

平
成
七
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
年
報

第

七
号

一
五－

二
二
頁

60

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
武
藤
文
庫
蔵
文
学
・
語
学
関
係
貴

重
資
料

共
著

平
成
七
年
三
月

長
崎
大
学
所
蔵
貴
重
資
料

第
一
号

二
一
八－

二
五
九
頁

61

肥
前
国
風
土
記
藤
津
の
郡
の
記
述
に
つ
い
て

単
著

平
成
七
年
四
月

長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
『
古
典
文
学
研
究
』
第
四
号

一
五－

二
三

頁

62

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
武
藤
文
庫
蔵
『
独
楽
雜
歌
笑
草
』

の
翻
刻
と
解
題
（
上
）

単
著

平
成
七
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部

人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
一
号

一
七－

二
七
頁

63

日
本
神
話
の
星
と
宇
宙
観
（
１
）

単
著

平
成
七
年
一
〇
月

日
本
天

文
学
会
『
天
文
月
報
』
第
八
八
巻
一
一
号

四
七
二－

四
七
七
頁

64

日
本
神
話
の
星
と
宇
宙
観
（
２
）

単
著

平
成
七
年
一
一
月

日
本
天

文
学
会
『
天
文
月
報
』
第
八
八
巻
一
二
号

五
一
二－

五
一
七
頁

65

記
紀
神
話
の
宇
宙
観

単
著

平
成
八
年
一
月

新
人
物
往
来
社
『
別
冊

歴
史
読
本
』

三
三
号

一
三
四－

一
四
三
頁

66

日
本
神
話
の
星
と
宇
宙
観
（
３
）

単
著

平
成
八
年
一
月

日
本
天
文

学
会
『
天
文
月
報
』
第
八
九
巻
一
号

二
三－

二
七
頁

67

荒
袴
と
白
袴－

上
代
文
学
研
究
の
一
方
法
に
つ
い
て－

単
著

平
成
八

年
二
月

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
語
と
教
育
』

第
二
〇
号

三

一－

四
五
頁

68

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
武
藤
分
館
蔵
『
独
楽
雜
歌
笑
草
』

の
翻
刻
と
解
題
（
中
）

単
著

平
成
八
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部

人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
二
号

三
五－

四
二
頁

69

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
武
藤
分
館
武
藤
文
庫
蔵
文
学
・
語

学
関
係
資
料

共
著

平
成
八
年
三
月

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
『
長
崎

大
学
所
蔵
貴
重
資
料
』
第
二
号

一
一
七－

二
一
六
頁

70

情
報
化
時
代
に
お
け
る
使
用
言
語
と
し
て
の
国
語
（
日
本
語
）
と
英
語

単
著

平
成
八
年
四
月

長
崎
大
学
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
年
報

第

八
号

一－

一
六
頁



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

八

71

中
世
小
説
『
あ
め
わ
か
み
こ
』
天
稚
系
研
究
の
現
在

単
著

平
成
八
年

六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
三
号

一－

一

六
頁

72

長
崎
大
学
に
於
け
る
授
業
改
善
の
一
つ
の
試
み

単
著

平
成
八
年
六
月

平
成
七
年
度
長
崎
大
学
自
己
評
価
報
告
書

第
二
冊

よ
り
よ
い
授
業

へ
の
試
み－
教
育
方
法
改
善
研
究
報
告
書

五－

一
一
頁

73

浦
島
伝
説
の
淵
源

単
著

平
成
八
年
一
〇
月

東
京
大
学
国
文
研
究
室

『
国
語
と
国
文
学
』
七
三
巻
一
〇
号

一
七－

三
二
頁

74

万
葉
集
卷
一
・
六
四
番
歌
の
解
釈－

「
鴨
の
羽
が
ひ
に
霜
ふ
り
て
」
を
中

心
に－

単
著

平
成
八
年
一
二
月

長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
『
古

典
文
学
研
究
』

第
五
号

一－
一
四
頁

75

伊
邪
那
岐
命
の
禊
祓
の
段
に
お
け
る
時
量
師
神
の
解
釈
に
つ
い
て

単
著

平
成
九
年
一
月

古
事
記
学
会
『
古
事
記
年
報
』
第
三
九
号

七
一－

九
八
頁

76

中
世
小
説
『
七
夕
』
と
先
行
文
献
の
関
係
に
つ
い
て

単
著

平
成
九
年

三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
四
号

一
六－

三
一
頁

77

情
報
化
社
会
に
お
け
る
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

単
著

平
成
九
年
三

月

教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
年
報

第
九
号

二
三－

三
二
頁

78

長
崎
大
学
経
済
学
部
分
館
・
語
学
関
係
貴
重
資
料

共
著

平
成
九
年
三

月

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
『
長
崎
大
学
所
蔵
貴
重
資
料
』
第
三
号

一

六－

三
一
頁

79

「
天
稚
御
子
像
」
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察－

「
天
若
日
子
」
か
ら
「
天

稚
御
子
」
へ－

単
著

平
成
九
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科

学
研
究
報
告

第
五
五
号

一－

一
七
頁

80

中
世
小
説
『
扇
な
が
し
』
と
散
逸
物
語
『
扇
流
し
』

単
著

平
成
九
年

一
二
月

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
語
と
教
育
』
第
二
二
号

一
六

－

三
一
頁

81

万
葉
集
の
十
二
面

風
月

単
著

平
成
一
〇
年
二
月

朝
日
新
聞
社

『
ア
エ
ラ
・
ム
ッ
ク

万
葉
集
が
わ
か
る
』

五
四－

五
七
頁

82

中
世
小
説
『
岩
屋
物
語
』
と
舞
の
本
『
新
曲
』－

挿
絵
の
流
用
に
つ
い

て－

単
著

平
成
一
〇
年
二
月

長
崎
大
学
古
典
文
学
研
究
会
『
古
典

文
学
研
究
』
第
六
号

三
三－

四
〇
頁

83

永
青
文
庫
蔵
『
い
は
や
物
語
』
の
挿
絵
と
本
文
に
つ
い
て

単
著

平
成

一
〇
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
六
号

一－

一
五
頁

84

幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
第
一
集

共
著

平
成

一
〇
年
三
月

長
崎
大
学
附
属
図
書
館

85

万
葉
集
に
描
か
れ
た
星－

紙
上
連
載
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム－

単
著

平
成
一

〇
年
四
月

東
亜
天
文
学
会
『
天
界
』
第
八
七
五
号

七－

一
一
頁
（
一

六
七－

一
七
一
頁
）

86

少
名
毘
古
那
神
に
つ
い
て
の
一
考
察

単
著

平
成
一
〇
年
六
月

『
古

事
記
の
神
々

上
』

古
事
記
研
究
大
系

二
二
三－

二
三
三
頁

87

中
世
小
説
に
於
け
る
挿
絵
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て

単
著

平
成
一
〇

年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告

第
五
七
号

一
七

－

三
一
頁

88

平
成
九
年
度
国
語
国
文
学
会
の
展
望
（
１
）
上
代
（
神
話
）

単
著

平

成
一
〇
年
九
月

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
『
文
学
・
語
学
』
第
一
六
〇

号

二－

三
頁

89

室
町
物
語
に
於
け
る
挿
絵
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て

単
著

平
成
一
〇



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

九

年
八
月

説
話
と
説
話
文
学
の
会
『
説
話
論
集
』
第
八
集

二
五
一－

二

九
三
頁

90

日
本
神
話
の
宇
宙
観
「
日
本
神
話
の
星
と
星
座
」（
連
載
第
一
回
）

単

著

平
成
一
〇
年
一
一
月

勉
誠
出
版
『
創
造
の
ア
ジ
ア
』
創
刊
号

一

一
〇－
一
一
五
頁

91

天
の
御
柱
廻
り
と
国
生
み
神
話
「
日
本
神
話
の
星
と
星
座
」
第
二
回
（
第

一
回
「
日
本
神
話
の
宇
宙
観
」
も
再
掲
）

単
著

平
成
一
一
年
三
月

勉
誠
出
版
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
二
号

一
四
八－

一
五
四
頁

92

中
世
の
謎
に
関
す
る
若
干
の
考
察

単
著

平
成
一
一
年
三
月

長
崎
大

学
古
典
文
学
研
究
会
『
古
典
文
学
研
究
』
第
七
号

五－

一
一
頁

93

英
・
米
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
学
・
図
書
館
の
所
蔵
す
る
中
世
小
説
に
つ

い
て
（
上
）

単
著

平
成
一
一
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科

学
研
究
報
告
五
八
号

五
一－

六
五
頁

94

『
篁
物
語
」
に
関
す
る
若
干
の
考
察

単
著

平
成
一
一
年
六
月

長
崎

大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学
編

第
五
九
号

一－

一
六
頁

95

天
津
甕
星
と
天
香
香
背
男
「
日
本
神
話
の
星
と
星
座
」
第
三
回

単
著

平
成
一
一
年
六
月

勉
誠
出
版
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
五
号

一
一
〇－

一

一
六
頁

96

天
の
八
衡
と
天
の
石
屋
戸
「
日
本
神
話
の
星
と
星
座
」
第
四
回

単
著

平
成
一
一
年
七
月

勉
誠
出
版
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
六
号

一
七
二－
一

七
九
頁

97

猨
田
毘
古
神
と
天
孫
降
臨
神
話
「
日
本
神
話
の
星
と
星
座
」
第
五
回

単

著

平
成
一
一
年
八
月

勉
誠
出
版
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
七
号

一
五
四

－

一
六
一
頁

98

天
上
画
廊
と
し
て
の
日
本
神
話
「
日
本
神
話
の
星
と
星
座
」
第
六
回

単

著

平
成
一
一
年
九
月

勉
誠
出
版
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
八
号

九
八－

一
〇
五
頁

99

日
本
書
紀
に
於
け
る
火
の
神
話
に
つ
い
て
の
一
考
察－

「
此
、
草
木
、
石

砂
の
自
づ
か
ら
に
火
を
含
む
縁
な
り
」
の
解
釈
を
中
心
に－

単
著

平

成
一
二
年
二
月

長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
『
国
語
と
教
育
』
二
四
号

一
二
三－

一
三
〇
頁

100

四
季
の
描
写
と
楽
園
象
徴－

宇
津
保
物
語
か
ら
お
伽
草
子
ま
で－

単
著

平
成
一
二
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
〇

号

一－

一
六
頁

101

懐
風
藻
に
描
か
れ
た
星

単
著

平
成
一
二
年
三
月

懐
風
藻
研
究

六

号

一－

一
五
頁

102

書
評「
江
口
洌
著『
古
代
天
皇
と
陰
陽
寮
の
思
想

持
統
天
皇
歌
の
思
想
』

単
著

平
成
一
二
年
四
月

『
短
歌
往
来
』（
な
が
ら
み
書
房
）

103

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
附
属
日
本
研
究
図
書
館
所

蔵
『
ひ
な
つ
る
』
の
翻
刻
・
注
釈
並
び
に
解
題

単
著

平
成
一
二
年
六

月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
一
号

一－

一
五
頁

104

何
故
、
畢
星
を
猨
田
毘
古
神
と
み
な
す
か

単
著

平
成
一
二
年
三
月

猿
田
彦
大
神
フ
ォ
ー
ラ
ム
年
報
三
号

四
八－

四
九
頁

105

う
さ
ぎ
と
か
ぐ
や
姫

単
著

平
成
一
二
年
一
〇
月

ダ
ジ
ア
ン
三
七
号

「
月
」（
コ
ス
モ
石
油
）

106

羽
衣
伝
説
と
白
鳥
の
説
話－

丹
後
国
風
土
記
逸
文
「
比
治
の
真
名
井
・
奈

具
の
社
」
の
条
を
中
心
に－

単
著

平
成
一
二
年
一
一
月

國
語
と
教

育
（
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
）

二
五
号

六
七－

七
四
頁

107

「
月
の
船
」
と
「
星
の
林
」－

万
葉
集
巻
七
・
一
〇
六
八
番
歌
の
解
釈
を

中
心
に－

単
著

平
成
一
二
年
一
二
月

古
典
文
学
研
究
（
長
崎
大
学



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

一
〇

古
典
文
学
研
究
会
）

八
号

一－

八
頁

108

枕
草
子
の
星
（
連
載
「
日
本
古
典
文
学
の
星
」
第
一
回
）

単
著

平
成

一
三
年
一
月

ア
ジ
ア
遊
学
（
勉
誠
出
版
）
二
三
号

一
〇
四－

一
一
二

頁

109

風
土
記
に
描
か
れ
た
星
（
連
載
「
日
本
古
典
文
学
の
星
」
第
二
回
）

単

著

平
成
一
三
年
二
月

ア
ジ
ア
遊
学
（
勉
誠
出
版
）
二
四
号

一
五
四

－

一
六
一
頁

110

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
附
属
日
本
研
究
図
書
館
所

蔵
『
酒
呑
童
子
』
に
つ
い
て－
そ
の
絵
か
ら
判
読
出
来
る
こ
と－

単
著

平
成
一
三
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
二

号

一－

一
五
頁

111

今
昔
物
語
や
梁
塵
秘
抄
等
に
描
か
れ
た
星（
連
載「
日
本
古
典
文
学
の
星
」

第
三
回
）

単
著

平
成
一
三
年
四
月

ア
ジ
ア
遊
学
（
勉
誠
出
版
）
二

六
号

一
七
五－

一
八
二
頁

112

「
さ
さ
ら
の
小
野
」
考－

万
葉
集
巻
三
・
四
二
〇
番
歌
を
中
心
に－

単

著

平
成
一
三
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－
人
文
科
学－

六

三
号

一－

一
四
頁

113

日
本
語
の
特
性
か
ら
見
た
点
字
表
記
の
諸
問
題

単
著

平
成
一
三
年
九

月

教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀
要

三
号

二
〇－

四
〇
頁

114

「
手
」
に
関
す
る
語
彙
の
語
源
に
つ
い
て
の
考
察－

「
語
頭
」
に
手
が
付

く
用
例
に
関
し
て－

単
著

平
成
一
三
年
一
一
月
『
語
源
研
究
』（
日

本
語
語
源
研
究
会
）

二
〇
周
年
記
念
特
別
号

一
五
一－

一
六
〇
頁

115

中
世
小
説
『
七
夕
』
の
「
姫
君
天
上
彷
徨
の
場
面
」
に
於
け
る
挿
絵
と
本

文
に
つ
い
て

単
著

平
成
一
四
年
一
月

古
典
文
学
研
究
（
長
崎
大
学

古
典
文
学
研
究
会
）

九
号

一
二－

二
一
頁

116

中
世
小
説
に
お
け
る
竜
蛇
の
描
写
に
つ
い
て

単
著

平
成
一
四
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
四
号

一－

一
五
頁

117

英
・
米
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
学
・
図
書
館
の
所
蔵
す
る
中
世
小
説
に
つ

い
て
（
中
）

単
著

平
成
一
四
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
五
号

一－

一
三
頁

118

西
鶴
『
武
道
伝
来
記
』
に
於
け
る
女
性
の
生
き
方
に
つ
い
て

単
著

平

成
一
四
年
一
二
月

武
道
文
化
・
倫
理
研
究

一
号

七
二－

八
七
頁

119

文
武
両
道
に
生
き
た
武
士
・
薩
摩
守
忠
度－

『
平
家
物
語
』
と
『
平
家
花

揃
』
に
見
る－

単
著

平
成
一
四
年
一
二
月

武
道
文
化
・
倫
理
研
究

一
号

八
八－

九
九
頁

120

英
・
米
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
学
・
図
書
館
の
所
蔵
す
る
中
世
小
説
に
つ

い
て
（
下
）

単
著

平
成
一
五
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
六
号

一－

一
五
頁

121

留
学
生
の
受
入
れ
に
関
す
る
諸
問
題

－

日
本
語
と
日
本
文
化
教
育
を
中

心
に－

単
著

平
成
一
五
年
三
月

教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀

要

二
二－

四
〇
頁

122

ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
、
そ
の
神
話

単
著

平
成
一
五
年
五
月

古
事

記
論
集
（
お
う
ふ
う
）

二
〇－

二
九
頁

123

天
の
御
柱
の
解
釈
に
つ
い
て

単
著

平
成
一
五
年
五
月

古
事
記
論
集

（
お
う
ふ
う
）

一
八
七－

二
〇
五
頁

124

文
学
の
危
機
と
文
学
者
の
役
割

単
著

平
成
一
五
年
六
月

長
崎
大
学

教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

六
七
号

一－

一
五
頁

125

『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
的
要
素
に
つ
い
て

単
著

平
成

一
五
年
一
二
月

ス
ポ
ー
ツ
文
化
・
倫
理
研
究

二
号

四
五－

五
六
頁

126

刺
国
若
比
売
と
出
雲
の
国
土
創
生
神
話

単
著

平
成
一
六
年
一
月

古



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

一
一

事
記
年
報
（
古
事
記
学
会
）
四
六
号

二
〇
〇－

二
一
六
頁

127

国
文
学
研
究
、
特
に
お
伽
草
子
（
中
世
小
説
・
室
町
物
語
）
研
究
と
電
子

化
テ
キ
ス
ト
の
諸
問
題

単
著

平
成
一
六
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学

部
紀
要－

人
文
科
学－

六
八
号

一－

一
六
頁

128

異
郷
訪
問
譚
の
意
味－

大
穴
牟
遅
神
の
根
国
訪
問
譚
を
中
心
に－

単
著

平
成
一
六
年
二
月

國
語
と
教
育

二
八
号

八
二－

九
三
頁

129

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
武
藤
文
庫
（
旧
長
崎
高
等
商
業
学

校
）
蔵
往
来
物
の
書
誌

単
著

平
成
一
六
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学

部
紀
要－

人
文
科
学－
六
九
号

一－

一
五
頁

130

仙
台
市
博
物
館
蔵
『
七
夕
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単
著

平
成
一
七
年

三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－
人
文
科
学－

七
〇
号

一－

一
六

頁

131

遠
江
国
・
相
模
国
の
防
人
歌

単
著

平
成
一
七
年
五
月

万
葉
の
歌
人

と
作
品：

セ
ミ
ナ
ー

第
一
一
巻

一
〇
三－
一
一
一
頁

132

天
狗
の
古
典
文
学
に
お
け
る
図
像
上
の
変
化
に
関
す
る
一
考
察－

烏
天
狗

か
ら
鼻
高
天
狗
へ－

単
著

平
成
一
七
年
六
月

長
崎
大
学
教
育
学
部

紀
要－

人
文
科
学－

七
一
号

一－

一
五
頁

133

動
物
説
話
と
異
類
物－

『
十
二
類
絵
巻
』
を
め
ぐ
っ
て
（
特
集
：
面
白
（
お

も
し
ろ
）
の
室
町
文
芸－

雅
俗
の
交
流
）－

（『
十
二
類
絵
』
を
め
ぐ
っ

て
）

単
著

平
成
一
七
年
一
〇
月

国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究

五

〇
巻
一
〇
号
（
通
巻
七
二
八
号
）

三
四－

四
三
頁

134

伊
邪
那
岐
命
の
黄
泉
国
訪
問
譚
の
解
釈－

黄
泉
国
の
存
在
位
置
と
黄
泉
津

比
良
坂
の
位
置
関
係
を
中
心
に－

単
著

平
成
一
八
年
三
月

長
崎
大

学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

七
二
号

一－

一
五
頁

135

若
松
百
人
一
首
千
代
緑
〈
表
紙
写
真
説
明
）

単
著

平
成
一
八
年
三
月

長
崎
大
学
学
報

五
八
二
号

一
頁

136

国
立
台
湾
大
学
所
蔵
中
世
小
説
関
係
書
籍
書
誌
調
査
報
告

単
著

平
成

一
八
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）

五
号

二
〇
一－

二
〇
九
頁

137

七
夕
伝
説
の
起
源
と
変
化
（
そ
の
１
）
な
ぜ
七
月
七
日
か

単
著

平
成

一
八
年
八
月

天
界
（
東
亜
天
文
学
会
）
八
七
巻
八
号

五
〇
四－

五
〇

六
頁

138

七
夕
伝
説
の
起
源
と
変
化
（
そ
の
２
）
な
ぜ
鵲
の
橋
を
渡
る
の
か

単
著

平
成
一
八
年
九
月

天
界
（
東
亜
天
文
学
会
）
八
七
巻
九
号

五
六
五

－

五
六
七
頁

139

お
伽
草
子
『
七
夕
（
天
稚
彦
物
語
）』
の
諸
問
題

単
著

平
成
一
八
年

九
月

奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
（
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議
）
四
号

一－

一
五
頁

140

七
夕
伝
説
の
起
源
と
変
化
（
そ
の
３
）
な
ぜ
牽
牛
織
女
が
天
の
河
を
挟
ん

で
向
か
い
合
う
の
か

単
著

平
成
一
八
年
一
〇
月

天
界
（
東
亜
天
文

学
会
）
八
七
巻
一
〇
号

六
〇
四－

六
〇
六
頁

141

七
夕
伝
説
の
起
源
と
変
化
（
そ
の
４
）
犬
か
ら
牛
へ
…
…
羽
衣
伝
説
と
の

融
合

単
著

平
成
一
八
年
一
一
月

天
界
（
東
亜
天
文
学
会
）
八
七
巻

一
一
号

六
八
六－

六
八
八
頁

142

月
の
不
老
不
死
と
文
学
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察

単
著

平
成
一
八

年
一
二
月

国
語
と
教
育

三
〇
号

一
一－

二
三
頁

143

七
夕
伝
説
の
起
源
と
変
化
（
そ
の
５
）
七
夕
と
乞
巧
奠
、
織
女
と
瓜

単

著

平
成
一
八
年
一
二
月

天
界
（
東
亜
天
文
学
会
）
八
七
巻
一
二
号

七
四
九－

七
五
一
頁

144

七
夕
伝
説
の
発
生
と
変
容

単
著

平
成
一
九
年
一
月

古
事
記
年
報



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

一
二

（
古
事
記
学
会
）
四
九
号

一－

二
二
頁

145

イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
所
蔵
中
世
小
説
関
係
古
典
籍
書
誌
調
査
報
告

単
著

平
成
一
九
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
長
崎
大
学
教
育

学
部
）
六
号

二
二
五－

二
三
六
頁

146

公
文
教
育
研
究
会
蔵
「
七
夕
」
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単
著

平
成
一
九

年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要－

人
文
科
学－

七
三
号

一－

一
六

頁

147

研
究
手
帳

一
日
の
境
目
午
前
三
時
に
出
現
す
る
鬼
と
幽
霊

単
著

平

成
一
九
年
五
月

い
ず
み
通
信

三
五
号

三－

四
頁

148

中
世
小
説
（
お
伽
草
子
）『
七
夕
（
天
稚
彦
物
語
）』
の
、
蟻
に
よ
る
米
運

搬
の
場
面
に
お
け
る
挿
絵
と
本
文
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察

単
著

平

成
一
九
年
一
一
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大
学
）
三
二
号

三
三－

四
二

頁

149

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
イ
タ
リ
ア
に
於
け
る
中
世
小
説
を
中
心
と
し
た
古
典

籍
の
書
誌
調
査
報
告
並
び
に
研
究
発
表
報
告

単
著

平
成
二
〇
年
三
月

教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀
要

七
号

九
七－
一
〇
六
頁

150

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
、
天
石
屋
戸
神
話
と
天
孫
降
臨
神
話
で
、
な
ぜ
同
じ
姿

態
で
描
か
れ
る
の
か
？

単
著

平
成
二
〇
年
三
月

神
話
・
象
徴
・
言

語
（
君
島
久
子
他
、
楽
瑯
書
院
）

151

〈
翻
〉
公
文
教
育
研
究
会
蔵
『
七
夕
物
語
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単
著

平
成
二
〇
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
七
四
号

一－

一
六
頁

152

説
話
文
学
と
お
伽
草
子－

『
天
稚
彦
物
語
（
あ
め
わ
か
ひ
こ
も
の
が
た

り
）』
を
め
ぐ
っ
て

単
著

平
成
二
〇
年
一
一
月

『
お
伽
草
子

百

花
繚
乱
』

一
八
一－

一
九
六
頁

153

天
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
通
し
て
み
た
『
あ
め
わ
か
み
こ
（
七
夕
）』
の

構
造

単
著

平
成
二
〇
年
一
二
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大
学
）
三
三

号

一
七－

二
九
頁

154

日
本
の
神
話
と
「
星
座
」

単
著

平
成
二
一
年
一
月

歴
史
読
本

五

四
巻
一
号

二
〇
〇
九
年
一
月
号

一
四
〇－

一
四
五
頁

155

特
集
・
古
典
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
展
開

美
男
美
女
の
悲
劇－

御
伽
草
子
研

究
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
論

単
著

平
成
二
一
年
一
月

ア
ジ
ア
遊

学

一
一
八
号

八－

一
六
頁

156

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
研
究
科
国
文
学
研
究
室
蔵
の
中
世
小
説
を
中

心
と
し
た
古
典
籍
の
書
誌
調
査
報
告
（
そ
の
１
）

単
著

平
成
二
一
年

三
月

教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀
要

八
号

二
二
九－

二
三
九

頁

157

小
学
校
国
語
へ
の
古
典
文
学
導
入
の
是
非
の
問
題

－

古
典
学
習
適
齢
期

の
観
点
か
ら－

単
著

平
成
二
一
年
三
月

言
語
と
文
化
（
鹿
屋
体
育

大
学
）、
六
号

六
五－

七
〇
頁

158
〈
翻
〉
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
あ
た
物
語
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単
著

平
成
二
一
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
七

五
号

一－

一
〇
頁

159

星
座
が
先
か
、
神
話
が
先
か
？

単
著

平
成
二
一
年
三
月

天
空
の
神

話－

風
と
鳥
と
星
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

160

古
事
記
か
ら
「
壱
岐
島
」
を
読
み
解
く

単
著

平
成
二
一
年
三
月

旅

す
る
長
崎
学

一
一
号
（
長
崎
文
献
社
）「
海
の
道
１

壱
岐

邪
馬
台

国
へ
の
道

海
上
の
王
国

旅
人
の
交
差
点
」

三
八－

三
九
頁

161

火
の
神
迦
具
土
神
か
ら
生
ま
れ
た
水
の
神
闇
淤
加
美
神
・
闇
御
津
羽
神

単
著

平
成
二
一
年
一
二
月

神
話
・
象
徴
・
言
語
Ⅱ
（
篠
田
知
和
基



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

一
三

編
、
楽
瑯
書
院
）

一
五
三－

一
六
六
頁

162

「
不
老
不
死
」
を
月
に
願
う

単
著

平
成
二
一
年
九
月

月
刊
Ｍ
Ｏ
Ｋ

Ｕ

七
四－

八
一
頁

163

浦
の
島
子
か
浦
島
の
子
か－

漢
文
体
と
和
文
体
の
位
相
の
視
点
か
ら

単

著

平
成
二
一
年
一
二
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大
学
）
三
四
号

五
四

－

六
一
頁

164

「
子
の
一
つ
木
」
の
解
釈
と
火
の
神
話

単
著

平
成
二
二
年
三
月

水

と
火
の
神
話
：
水
中
の
火

三
八
五－

三
九
八
頁

165

昔
話
「
桃
太
郎
」
の
諸
問
題
（「
桃
太
郎
」
は
「
小
さ
子
」
か
、
桃
と
団

子
の
意
味
等
）に
関
す
る
一
考
察

平
成
二
二
年
三
月

言
語
と
文
化（
鹿

屋
体
育
大
学
）、

七
号

九－
一
五
頁

166

お
伽
草
子
渋
川
版
の
挿
絵
に
お
け
る
「
遠
山
」
の
コ
ー
ド
に
関
す
る
一
考

察

単
著

平
成
二
二
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科

学
）
七
六
号

一－

一
六
頁

167

天
の
石
屋
戸－

太
陽
・
星
々
が
描
く
秩
序
と
破
壊

単
著

平
成
二
二
年

四
月

歴
史
読
本

五
五
巻
四
号
（
通
巻
八
五
〇
号
）

一
〇
八－

一
一

三
頁

168

「
川
の
流
れ
と
流
れ
て
く
る
も
の
」
に
つ
い
て
の
文
学
的
意
味
に
関
す
る

一
考
察－

男
女
を
結
び
付
け
る
も
の
、
並
び
に
異
郷
か
ら
の
来
訪
の
通
路

単
著

平
成
二
二
年
一
〇
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大
学
）
三
五
号

一
三－

二
三
頁

169

瓜
子
姫
と
七
夕
伝
説

単
著

平
成
二
二
年
一
二
月

神
話
・
象
徴
・
言

語
・
三
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

九
三－

一
一
〇
頁

170

〈
翻
〉
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
蓬
菜
の
巻
物
』
の
翻
刻
並

び
に
解
題

単
著

平
成
二
三
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人

文
科
学
）
七
七
号

一－

一
一
頁

171

〈
再
録
〉
七
夕
用
語
「
梶
の
葉
」
の
王
朝
文
学
に
お
け
る
成
立
と
、
そ
の

後
の
流
布
と
継
承

単
著

平
成
二
三
年
三
月

『
基
幹
研
究
「
王
朝
文

学
の
流
布
と
継
承
」』

三
一
三－

三
三
一
頁

172

七
夕
用
語
「
梶
の
葉
」
の
王
朝
文
学
に
お
け
る
成
立
と
、
そ
の
後
の
流
布

と
継
承

単
著

平
成
二
三
年
三
月

調
査
研
究
報
告
三
一
号

一－

二

二
頁

173

《
あ
ま
の
じ
ゃ
く
》（
天
の
邪
鬼
）
の
生
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察
―
―

《
あ
ま
の
さ
ぐ
め
》（
天
探
女
）
か
ら
《
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
》
へ
―
―

単

著

平
成
二
三
年
三
月

言
語
と
文
化
（
鹿
屋
体
育
大
学
）、
八
号

174

天
の
石
屋
戸

単
著

平
成
二
三
年
一
一
月

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
す
っ

き
り
わ
か
る
日
本
の
神
話

九
〇－

一
〇
五
頁

175

〈
書
評
〉
鈴
木
健
一
編
『
鳥
獣
虫
魚
の
文
学
史

獣
の
巻
』「
日
本
古
典

動
物
文
学
史
」
を
叙
述
す
る
意
欲
的
な
試
み

単
著

平
成
二
三
年
七
月

図
書
新
聞

三
〇
二
二
号

176

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
海
外
に
所
蔵
さ
れ
る
奈
良
絵
本
・
絵
巻
等
を
中
心
と

し
た
御
伽
草
子
関
係
資
料
に
つ
い
て

単
著

平
成
二
三
年
七
月

説
話

文
学
研
究

四
六
号

一
二
四－

一
三
三
頁

177

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
謎
の
神
々

ツ
ク
ヨ
ミ

ア
マ
テ
ラ
ス
の
弟

な
が
ら
姿
を
見
せ
な
い
月
の
神

単
著

平
成
二
三
年
一
一
月

歴
史
読

本

五
六
巻
一
一
号

（
通
巻
八
六
九
号
）

九
八－

一
〇
三
頁

178

日
本
の
神
話
・
伝
説
・
昔
話
・
御
伽
草
子
に
通
底
す
る
男
女
の
出
逢
い
と

別
れ
の
基
本
原
理

単
著

平
成
二
三
年
三
月

愛
の
神
話
学
（
篠
田
知

和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

三
九－

五
八
頁

179

夏
の
夜
空
に
キ
ラ
リ
輝
く
星
座
に
秘
め
ら
れ
た
伝
説

単
著

平
成
二
三



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

一
四

年
八
月
七
日

長
崎
新
聞
「
と
っ
と
っ
て
」

180

羽
衣
伝
説
と
昴
星

単
著

平
成
二
三
年
一
二
月

神
話
・
象
徴
・
図
像

一
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

181
〈
書
評
〉『
古
事
記
以
前
』（
工
藤
隆
著
）

単
著

平
成
二
四
年
一
月

英

語
教
育

八
〇
巻
一
一
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
号

九
六
頁

182

大
学
の
秋
入
学
の
問
題
点－

「
国
際
化
」
の
用
語
を
中
心
に－

単
著

平
成
二
四
年
三
月

言
語
と
文
化
（
鹿
屋
体
育
大
学
）
九
号

二
五－

三

四
頁

183

ア
ニ
メ
を
利
用
し
た
古
典
教
育
に
つ
い
て

二
〇
一
二
年
三
月

単
著

平
成
二
四
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
一
一
号

一
二
九－

一
三
八
頁

184
〈
翻
〉
多
久
市
郷
土
資
料
館
蔵
『
小
式
部
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単
著

平
成
二
四
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
七
八
号

一－

一
五
頁

185

作
り
物
語
か
ら
御
伽
草
子
へ－

「
狭
衣
物
語
」
と
「
狭
衣
の
草
子
」
並
び

に
天
稚
御
子

単
著

平
成
二
四
年
六
月

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古

典
籍
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
一
六
六－

一
七
五
頁

186

学
会
報
告
「
古
事
記
」

単
著

平
成
二
四
年
七
月

西
日
本
新
聞
文
化

面
（
完
成
か
ら
一
三
〇
〇
年
の
節
目
に
）
二
〇
一
二
年
七
月
二
日
付
け

八
面

187

青
来
有
一
氏
と
其
の
文
学

単
著

平
成
二
四
年
一
二
月

国
語
と
教
育

（
長
崎
大
学
）
三
七
号

四－

一
九
頁

188

柘
枝
（
つ
み
の
え
）
伝
説
の
原
型
を
探
る

単
著

平
成
二
四
年
一
二
月

神
話
・
象
徴
・
図
像
二
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

189

宇
比
地
遅
神
か
ら
伊
邪
那
美
神
ま
で
の
十
神
誕
生
の
神
話
的
解
釈

単
著

平
成
二
五
年
三
月

異
界
と
常
世
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

三
四
五－

三
五
八
頁

190

於
母
陀
流
神
（
お
も
だ
る
の
か
み
）
と
阿
夜
訶
志
古
泥
神
（
あ
や
か
し
こ

ね
の
か
み
）
の
神
話
的
存
在
意
味
に
つ
い
て

単
著

平
成
二
五
年
三
月

言
語
と
文
化

（
鹿
屋
体
育
大
学
）、
一
〇
号

一－

六
頁

191

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
中
世
小
説
関
係
古
典
籍
書
誌
調
査
報
告

（
上
）
単
著

平
成
二
五
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
長

崎
大
学
教
育
学
部
）
一
二
号

一
七
五－

一
八
四
頁

192

〈
翻
〉
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
『
き
ぶ
ね
の
本
地
』
の
翻
刻
並

び
に
解
題

共
著
〈
勝
俣
隆
、
原
田
真
弓
）

平
成
二
五
年
三
月

長
崎

大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
七
九
号

一－

一
七
頁

193

天
之
御
中
主
神
の
神
話
的
解
釈
に
つ
い
て

単
著

平
成
二
五
年
一
二
月

神
話
・
象
徴
・
図
像
三

九－

二
六
頁

194

説
経
節
『
さ
ん
せ
う
大
夫
』『
小
栗
判
官
』
に
お
い
て
、
三
男
の
三
郎
は

何
故
悪
役
か

単
著

平
成
二
五
年
一
二
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大

学
）
三
八
号

一
八－

二
八
頁

195

ソ
ウ
ル
国
立
大
学
図
書
館
所
蔵
中
世
小
説
関
係
古
典
籍
書
誌
調
査
報
告

単
著

平
成
二
六
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
長
崎
大
学

教
育
学
部
）
一
三
号

196
〈
翻
〉
ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
蔵
『
た
な
ば
た
』
の
翻
刻
並
び
に
解
題

単
著

平
成
二
六
年
三
月

長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
八

〇
号

一－

一
五
頁

197

万
葉
集
巻
十
一
・
二
三
六
四
番
歌
に
お
け
る
「
小
簾
之
寸
鶏
吉
仁
」
の
解

釈
に
つ
い
て

単
著

平
成
二
六
年
一
一
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大

学
）
三
九
号

一
七－

二
六
頁



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

一
五

198

彗
星
の
二
つ
の
役
割
…
…
敵
対
者
や
古
い
支
配
者
を
除
去
す
る
星
と
、
新

た
な
指
導
者
を
生
み
出
す
星

単
著

平
成
二
六
年
三
月

神
話
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

一
六
五－

一
七
八
頁

199

「
魔
女
の
箒
」
と
帚
星
（
彗
星
）
単
著

平
成
二
六
年
三
月

神
話
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）
三
七
一－

三
八
三
頁

200

三
輪
山
伝
説
の
起
源
を
探
る

単
著

平
成
二
六
年
一
二
月

神
話
・
象

徴
・
儀
礼
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

201

わ
が
県
の
国
語
ソ
ム
リ
エ

長
崎
県

単
著

平
成
二
六
年
一
二
月

明

治
図
書
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
七
八
〇
号

一
三
一
頁

202

古
事
記
に
お
け
る
穂
穂
手
見
命
の
高
千
穂
宮
在
世
五
百
八
十
年
の
意
味

単
著

平
成
二
七
年
一
二
月

神
話
・
象
徴
・
儀
礼
Ⅱ

203

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
考
え
る
小
中
の
古
典
教
育
と
連
携
の
在
り
方

単
著

平
成
二
七
年
一
二
月

国
語
と
教
育
（
長
崎
大
学
）
四
〇
号

一

四－

二
〇
頁

204

カ
ル
タ
（
百
人
一
首
）
を
使
用
し
た
新
し
い
競
技
法
の
紹
介

単
著

平

成
二
七
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
長
崎
大
学
教
育
学

部
）
一
四
号

一
四
七－

一
五
六
頁

205

ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
蔵『
た
な
ば
た
』の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳

共
著〈
勝

俣
隆
、
ル
ー
ク
・
ナ
ス
、
タ
デ
ウ
ス
・
ホ
ー
ツ
ン
）
平
成
二
七
年
三
月
長

崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
八
一
号

一
五
三－

一
七
四
頁

206

小
説
家
青
来
有
一
の
叙
述
の
特
色
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
も
の

単
著

平
成
二
八
年
三
月

文
体
論
研
究
六
二
号

九
四－

一
二
六
頁

207

又
吉
直
樹
『
火
花
』
論

単
著

平
成
二
八
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ

ン
タ
ー
紀
要
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
一
五
号

二
二
五－

二
三
六
頁

208

『
篁
物
語
」
の
解
釈
に
関
す
る
諸
問
題

単
著

平
成
二
八
年
三
月

長

崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
八
二
号

一－

一
五
頁

209

平
成
二
七
年
度
長
崎
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

長
崎
の
地
域
的
特
性
と

文
学

共
著
（
高
山
倫
明
・
勝
俣
隆
・
若
木
太
一
・
下
野
孝
文
・
坂
口

至
）
平
成
二
八
年
七
月

西
日
本
国
語
国
文
学

三
号

五
八－

九
一
頁

210

〈
講
演
録
〉
住
吉
大
社
の
御
祭
神
は
如
何
な
る
神
様
か－

星
と
航
海
の
関

係
か
ら
考
え
る－

単
著

平
成
二
八
年
七
月

住
吉
大
社
セ
ミ
ナ
ー
講

演
録

一－

六
七
頁

211

松
浦
佐
用
姫
伝
説
に
関
す
る
一
考
察－

篠
原
の
弟
日
姫
子
か
ら
松
浦
佐
用

姫
へ
何
故
変
わ
っ
た
か－

単
著

平
成
二
八
年
一
一
月

国
語
と
教
育

（
長
崎
大
学
）
四
一
号

212

『
小
栗
判
官
』
と
『
し
ん
と
く
丸
』
の
構
造
的
類
似
性
に
つ
い
て－

暗
黒

世
界
か
ら
の
帰
還
の
モ
チ
ー
フ
を
通
し
て－

単
著

平
成
二
八
年
一
二

月

神
話
・
象
徴
・
儀
礼
Ⅲ
（
篠
田
知
和
基
編
、
楽
瑯
書
院
）

213

肥
前
国
風
土
記
の
諸
問
題

単
著

平
成
二
九
年
三
月

長
崎
大
学
教
育

学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）
八
三
号
（
予
定
）

214

近
未
来
の
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
あ
り
方
を
考
え
る

単
著

平
成
二
九
年
三
月

教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
（
長
崎
大
学
）
一
六

号
（
予
定
）

学
術
雑
誌
・
マ
ス
コ
ミ
等
に
よ
る
拙
論
紹
介

１

東
亜
天
文
学
会
の
機
関
紙
『
天
界
』
七
四
七
号
（
一
九
八
七
年
八
月
号
）

で
、
拙
論
「
天
の
八
衢
の
解
釈
に
つ
い
て
」「
猿
田
毘
古
神
の
解
釈
に
つ

い
て
」
が
、
長
谷
川
一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
星
座
・
猿
田
彦
神
の
発
見
と
し

て
紹
介
さ
れ
る
。

昭
和
六
二
年
八
月
一
五
日

２
『
月
刊
天
文
ガ
イ
ド
』
三
六
〇
号
（
三
〇
巻
二
号
）
で
、
藤
井
旭
氏
に
よ
っ



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

一
六

て
、
猿
田
彦
神
が
ヒ
ヤ
デ
ス
星
団
に
相
当
す
る
と
い
う
拙
論
が
紹
介
さ
れ

る
。

平
成
六
年
二
月
五
日

３

朝
日
新
聞
文
化
欄
で
「
記
紀
に
み
る
古
代
人
の
宇
宙
観
」（
東
日
本
版
）

「
星
が
導
く
古
代
人
の
世
界
」（
西
日
本
版
）
の
題
で
拙
論
が
紹
介
さ
れ

る
。（
白
石
明
彦
氏
）

平
成
九
年
三
月
二
六
日
、
平
成
九
年
四
月
八
日

４

毎
日
新
聞
文
化
芸
能
欄
『
歴
史
万
華
鏡
』
で
、「
浦
島
太
郎
の
出
発
」
の

題
で
、
拙
論
が
紹
介
さ
れ
る
（
岡
本
健
一
氏
）。

平
成
九
年
八
月
八
日

５

毎
日
新
聞
『
余
録
』
で
、
日
本
の
古
代
に
も
星
座
が
あ
っ
た
と
す
る
拙
論

が
紹
介
さ
れ
る
。

平
成
一
〇
年
七
月
六
日

６

M
ainichiD

aily
N
ew
s

の
「Sidelight

」
で
、『
余
録
』
が
英
訳
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
る
。

平
成
一
〇
年
七
月
七
日

７

神
社
新
報
で
、
国
立
天
文
台
渡
部
潤
一
氏
に
よ
り
、
星
の
話
「
ヒ
ア
デ
ス

星
団
」
の
中
で
拙
論
が
紹
介
さ
れ
る
。

平
成
一
一
年
九
月

８

朝
日
新
聞
文
化
欄
で
「
古
代
日
本
に
も
星
座
は
あ
っ
た
」（
東
日
本
版
）

「
記
紀
の
原
像
星
座
で
探
る
」（
西
日
本
版
）
と
し
て
、
拙
論
が
紹
介
さ

れ
る
。（
白
石
明
彦
氏
）

平
成
一
二
年
七
月
一
五
日
、
平
成
一
二
年
七

月
一
六
日

９

サ
ン
デ
ー
毎
日
「
い
の
ち
の
本
棚
」
で
、
拙
著
「
星
座
で
読
み
解
く
日
本

神
話
」
が
紹
介
さ
れ
る
。（
阿
部
秀
子
氏
）

平
成
一
二
年
八
月

10

月
刊
天
文
（
六
六
巻
九
号
）
のBO

O
K
REVIEW

で
拙
著
『
星
座
で
読

み
解
く
日
本
神
話
』
が
紹
介
さ
れ
る
。〈
肥
沼
茂
夫
氏
）

平
成
一
二
年

九
月

11

国
立
天
文
台
ニ
ュ
ー
ス
一
五
三
号
で
、
平
成
十
七
年
度
「
科
学
記
者
の
た

め
の
天
文
学
レ
ク
チ
ャ
ー
」
の
紹
介
記
事
で
、
猿
田
毘
古
神
と
天
宇
受
売

命
が
お
う
し
座
と
オ
リ
オ
ン
座
に
相
当
す
る
と
い
う
拙
案
が
紹
介
さ
れ
る

（
渡
部
潤
一
氏
）

平
成
一
七
年
四
月
一
日
号

12

『
月
刊
天
文
』
第
一
二
巻
で
、
国
立
天
文
台
で
の
「
科
学
記
者
の
た
め
の

天
文
学
レ
ク
チ
ャ
ー
」
の
紹
介
記
事
で
、
猿
田
毘
古
神
と
天
宇
受
売
命
が

お
う
し
座
と
オ
リ
オ
ン
座
に
相
当
す
る
と
い
う
拙
案
が
紹
介
さ
れ
る
（
青

木
満
氏
）

平
成
一
八
年
五
月

13

Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
長
崎
放
送
）
ラ
ジ
オ
で
、
小
学
生
の
た
め
に
「
七
夕
」
の
解
説

を
行
う

平
成
一
八
年
七
月

14

Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
長
崎
放
送
）
テ
レ
ビ
「
あ
っ
ぷ
る
」
で
、
社
会
人
向
け
に
「
七

夕
」
の
解
説
を
し
た
。

平
成
一
八
年
七
月

15

『
一
日
一
話
の
星
空
案
内

星
空
を
見
上
げ
て
３
６
５
日
』（
誠
文
堂
新

光
社
）
の
一
月
八
日
で
、
猿
田
毘
古
が
ヒ
ア
デ
ス
星
団
だ
と
い
う
拙
案
が

紹
介
さ
れ
る
（
藤
井
旭
氏
。）

平
成
一
九
年
一
〇
月

16

文
化
放
送
「
吉
田
照
美

ソ
コ
ダ
イ
ジ
ナ
ト
コ
」『
武
田
鉄
矢
・
今
朝
の

三
枚
お
ろ
し
』
で
、『
星
座
で
読
み
解
く
日
本
神
話
』
が
紹
介
さ
れ
る
。

平
成
二
二
年
三
月
二
二
日
か
ら
一
週
間

17
『
口
承
文
芸
研
究
』三
四
号
で
、
拙
著『
異
郷
訪
問
譚
・
来
訪
譚
の
研
究
』

に
つ
い
て
の
書
評
が
行
わ
れ
る
（
斎
藤
英
喜
氏
）

平
成
二
三
年
三
月

18

J-W
AVE

「K
ISS

&
H
U
G

」K
ID
S
REPO

RTER

」
で
、
シ
ェ
リ
ー

さ
ん
と
小
学
五
年
生
川
本
裕
也
君
の
七
夕
に
関
す
る
質
問
に
電
話
で
答
え

る
。

平
成
二
四
年
七
月
七
日
（
土
）

19

産
経
新
聞
文
化
欄
で
「
現
代
に
生
き
る
神
話

祭
ら
れ
る
神
々
」
の
題
で

ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
に
関
す
る
拙
論
が
紹
介
さ
れ
る
。（
川
西
健
士
郎
氏
）

平
成
二
六
年
一
一
月
一
二
日

20

「
ふ
く
し
ま
星
物
語
」
の
連
載
記
事
の
中
で
、「
星
座
に
描
か
れ
た
神
「
猿

田
彦
」」
の
題
で
、
藤
井
旭
氏
に
よ
っ
て
、
拙
論
が
紹
介
さ
れ
る
。（
朝



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

一
七

日
新
聞
福
島
県
版
、
平
成
九
年
二
月
一
五
日
付
）

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

１

国
立
天
文
台
談
話
会
に
お
け
る
招
待
講
演
「
日
本
神
話
の
宇
宙
観
」（
国

立
天
文
台
・
三
鷹
）

平
成
六
年
五
月

２

海
を
渡
っ
た
絵
巻
物

在
外
研
究
報
告
…
英
・
米
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大

学
・
図
書
館
を
巡
っ
て
（
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
講
演
）

平
成
一
〇
年
一
一
月
一
五
日

３

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

海
外
の
日
本
語
教
育
・
日
本
文
学
・
日
本
文
化
の
研
究

に
つ
い
て
～
中
国
・
韓
国
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
場
合
～
（
平
成
一
五
年
度
長

崎
大
学
国
語
国
文
学
会
）
に
お
け
る
司
会

平
成
一
五
年
一
二
月
七
日

４

名
古
屋
大
学
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
十
二
類
絵
巻
』
と
そ
の
周
縁

「
異
類
物
の
展
開
」
で
の
パ
ネ
ラ
ー
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

阿
部
泰
郎
・
徳
田
和
夫
氏
主
催

パ
ネ
ラ
ー
は
小
松
和
彦
氏
、
齋
藤
真

麻
理
氏
及
び
筆
者
）
平
成
一
六
年
一
二
月
二
三
日

５

国
立
天
文
台

平
成
一
七
年
度
第
八
回

科
学
記
者
の
た
め
の
天
文
学
レ

ク
チ
ャ
ー
「
記
紀
神
話
の
中
の
星
座
と
神
話
」（
国
立
天
文
台
・
三
鷹
）

平
成
一
八
年
一
月
一
三
日

６

平
成
一
八
年
度
古
事
記
学
会
大
会
（
全
国
大
会
）
に
お
け
る
講
演
「
七
夕

伝
説
の
発
生
と
変
容
」（
長
崎
大
学
中
部
講
堂
）

平
成
一
八
年
六
月
一

七
日

７

奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議
に
お
け
る
講
演
「
お
伽
草
子
『
七
夕
（
天
稚

彦
物
語
）
の
諸
問
題
』」（
広
島
・
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
）

平
成
一
八

年
八
月
二
五
日

８

世
界
天
文
年
全
国
同
時
七
夕
講
演
会
参
加
講
演
会
２
０
０
９
に
お
け
る
講

演
「
七
夕
の
秘
密－

な
ぜ
七
夕
は
七
月
七
日
な
の
か
…
…
七
夕
を
天
文
学

（
て
ん
ぶ
ん
が
く
）
か
ら
読
み
解
く－

」（
於
：
長
崎
市
科
学
館
）
長
島

雅
裕
氏
の
講
演
と
共
催

平
成
二
一
年
七
月
四
日
（
土
）

９

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
０
に
お
け
る
講
演
「
中
国
の
七
夕
・
日
本

の
七
夕
」（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
長
島
雅
裕
氏
の
講
演
と
共
催

平
成

二
二
年
七
月
七
日

10

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
海
外
所
蔵
の
絵
巻
・
絵
入
本
」（
説
話
文
学
会
二
〇
一

〇
年
九
月
例
会
（
一
四
六
回
）（
於：

学
習
院
女
子
大
学
二
号
館
三
階
二

三
六
号
教
室
）
に
お
け
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

平
成
二
二
年
一
〇
月

11

天
文
教
育
普
及
協
会
九
州
支
部
集
会
（
佐
世
保
市
少
年
科
学
館
）
に
お
け

る
記
念
講
演
「
星
座
で
読
み
解
く
日
本
神
話
」

平
成
二
二
年
一
一
月
二

〇
日
（
日
）

12

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
新
学
習
指
導
要
領
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
指
導
を

巡
っ
て－

小
学
校
に
お
け
る
場
合
を
中
心
に－

」（
平
成
二
二
年
度
長
崎

大
学
国
語
国
文
学
会
、
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
に
お
け
る
パ
ネ
ラ
ー

平

成
二
二
年
一
二
月
四
日
（
土
）

13

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
１
に
お
け
る
講
演
「
七
夕
の
行
事
は
ど
う

変
わ
っ
て
き
た
の
か
。
変
遷
の
歴
史
を
探
る
」（
長
崎
大
学
サ
イ
エ
ン
ス

＆
テ
ク
ノ
ラ
ボ
）

長
島
雅
裕
氏
・
濱
田
剛
氏
の
講
演
と
共
催

平
成
二

三
年
七
月
六
日

14

座
談
会
「
青
来
有
一
氏
の
文
学
を
巡
っ
て
」（
平
成
二
十
三
年
度
長
崎
大

学
国
語
国
文
学
会
）
に
於
け
る
司
会

平
成
二
三
年
一
二
月
三
日
（
土
）

15

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
２
に
お
け
る
講
演
「
〜
天
文
学
と
文
学
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

室
町
時
代
の
物
語
に
描
か
れ
た
七
夕－

御
伽
草
子

『
七
夕
』
の
世
界－

」（
長
崎
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
＆
テ
ク
ノ
ラ
ボ
二
階
セ



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

一
八

ミ
ナ
ー
室
二
）
長
島
雅
裕
氏
・
濱
田
剛
氏
の
講
演
と
共
催

平
成
二
四
年

七
月
四
日
（
水
）

16

島
原
市
安
中
公
民
館
に
お
け
る
講
演
「
日
本
神
話
の
中
の
星
座
と
神
話
」

平
成
二
四
年
一
一
月
二
三
日
（
金
）

17

春
日
市
星
の
館
「
大
人
の
天
文
学
講
座
」
に
お
け
る
講
演
「
日
本
神
話
と

星
座
神
話
」（
於：

白
水
大
池
公
園

星
の
館

福
岡
県
春
日
市
下
白

水
）
平
成
二
五
年
三
月
九
日
（
土
）

18

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
３
に
お
け
る
講
演
「
七
夕
伝
説
の
謎
を
解

く
」

於：

長
崎
大
学
教
育
学
部
二
一
番
講
義
室

長
島
雅
裕
氏
の
講
演

と
共
催

平
成
二
五
年
七
月
一
〇
日
（
水
）

19

九
附
連
国
語
部
会

長
崎
大
会
に
お
け
る
講
演
「
古
典
を
楽
し
く
教
え
楽

し
く
学
ぶ
た
め
に
」、
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
長
崎

平
成
二
六
年
七

月
二
八
日
（
月
）

20

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
４
に
お
け
る
講
演
「
七
夕
伝
説
と
羽
衣
伝

説
」
長
崎
大
学
教
育
学
四
三
番
教
室

長
島
雅
裕
氏
の
講
演
と
共
催

平

成
二
六
年
八
月
四
日
（
月
）

21

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
学
校
・
中
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
の
在
り
方
と
、

小
中
の
連
携
を
め
ぐ
っ
て
」
に
お
け
る
パ
ネ
ラ
ー
（
平
成
二
十
六
年
度
長

崎
大
学
国
語
国
文
学
会
）

平
成
二
六
年
一
一
月
二
九
日
（
土
）

22

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
５
に
お
け
る
講
演
「
七
夕
と
乞
巧
奠
（
き

つ
こ
う
で
ん
）」
長
崎
大
学
教
育
学
部
三
一
番
教
室

工
藤
哲
洋
氏
・
富

塚
明
氏
の
講
演
と
共
催

平
成
二
七
年
八
月

23

西
日
本
国
語
国
文
学
会
平
成
二
七
年
度
長
崎
大
会
（
於：

長
崎
大
学
教
育

学
部
三
一
番
教
室
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
崎
の
地
域
的
特
性
と
文
学
」

に
お
け
る
パ
ネ
ラ
ー
「
上
代
の
文
学
」「
中
古
・
中
世
の
文
学
」
を
担
当

平
成
二
七
年
九
月
一
九
日
（
土
）

24

日
本
文
体
論
学
会
１
０
８
大
会
（
於：

長
崎
大
学
教
育
学
部
）
に
お
け
る

特
別
講
演
「
小
説
家
青
来
有
一
の
叙
述
の
特
色
と
、
そ
の
背
後
に
あ
る
も

の
」

平
成
二
七
年
一
一
月
二
八
日
（
土
）

25

平
成
二
十
七
年
度
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
け
る
座
談
会
「
現
職
教

員
が
在
学
生
に
語
る
教
職
の
魅
力
に
つ
い
て
」（
於
：
長
崎
大
学
教
育
学

部
）
に
お
け
る
司
会

平
成
二
七
年
一
二
月

26

平
成
二
八
年
住
吉
大
社
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
講
演
「
住
吉
大
社
の
御
祭
神

は
如
何
な
る
神
様
か－

星
と
航
海
の
関
係
か
ら
考
え
る
」（
住
吉
大
社
、

吉
祥
殿
）

平
成
二
八
年
三
月
二
八
日
（
月
）

27

全
国
同
時
七
夕
講
演
会
２
０
１
６
に
お
け
る
講
演
「
七
夕
伝
説
と
は
何

か
？
…
…
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
」（
長
崎
大
学
生
協
文
教
食
堂
二
階
）

工
藤
哲
洋
氏
・
富
塚
明
氏
の
講
演
と
共
催

生
協
の
七
夕
祭
り
と
共
催

平
成
二
八
年
七
月
七
日
（
木
）

28

平
成
二
十
八
年
度
長
崎
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
研
究
大
会
に

お
け
る
講
演
「
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の
変
化
の
中
で
、
古
典
教
育
は
如
何

に
あ
る
べ
き
か
。－

「
感
動
」
を
生
み
出
す
工
夫
と
実
践
、
並
び
に
活
用

－

」（
県
立
大
村
高
校
）

平
成
二
八
年
一
〇
月
二
一
日
（
金
）

研
究
発
表
（
す
べ
て
単
独
）

１

「
あ
め
わ
か
み
こ
」
の
本
文
に
つ
い
て

昭
和
五
十
四
年
度
京
都
大
学
国

文
学
会
、
京
都
大
学
楽
友
会
館

昭
和
五
四
年
一
一
月
四
日

２

「
い
ぶ
せ
し
」
の
語
義
に
つ
い
て

昭
和
五
十
七
年
度
国
語
学
会
大
会
、

香
川
大
学
教
育
学
部

昭
和
五
七
年
一
〇
月
二
四
日

３

天
の
八
衢
の
解
釈
に
つ
い
て

昭
和
五
十
九
年
度
古
事
記
学
会
大
会
、
駒



勝
俣：

略
歴
・
著
作
目
録

一
九

澤
大
学

昭
和
五
九
年
六
月
二
三
日

４

萬
葉
集
巻
九
、
一
七
三
八
番
歌
の
「
鎰
」
を
め
ぐ
っ
て

昭
和
五
十
九
年

度
萬
葉
学
会
全
国
大
会
、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館

昭
和
五
九
年
一

〇
月
二
八
日

５

猨
田
毘
古
神
の
解
釈
に
つ
い
て

昭
和
六
十
年
度
古
事
記
学
会
大
会

甲

南
大
学

昭
和
六
〇
年
六
月
二
二
日

６

中
世
小
説
『
七
夕
』
の
本
文
と
挿
絵
に
つ
い
て

昭
和
六
十
三
年
度
長
崎

大
学
国
語
国
文
学
会
、
長
崎
大
学
教
育
学
部

昭
和
六
三
年
一
一
月
二
三

日

７

『
徒
然
草
』「
む
ま
の
き
つ
云
々
」
の
謎
に
つ
い
て

平
成
元
年
度
（
第

六
十
六
回
）
中
世
文
学
会
春
季
大
会
、
日
本
女
子
大
学

平
成
元
年
五
月

二
八
日

８

天
の
御
柱
巡
り
の
神
話
的
解
釈

平
成
五
年
度
長
崎
大
学
国
語
国
文
学

会
、
長
崎
大
学
教
育
学
部

平
成
五
年
一
一
月
二
三
日

９

伊
邪
那
岐
命
の
禊
祓
の
段
に
お
け
る
時
量
師
神
の
解
釈
に
つ
い
て

平
成

八
年
度
古
事
記
学
会
大
会
、
皇
學
館
大
学

平
成
八
年
六
月
一
五
日

10

万
葉
集
に
お
け
る
天
界
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て

第
四
十
九
回
萬
葉
学

会
全
国
大
会
、
東
京
大
学
教
養
学
部

平
成
八
年
一
〇
月
六
日

11

中
世
小
説
の
挿
絵
と
本
文
の
関
係
に
つ
い
て

平
成
九
年
度
長
崎
大
学
国

語
国
文
学
会
、
長
崎
大
学
教
育
学
部

平
成
九
年
一
二
月
七
日

12

記
紀
神
話
の
天
宇
受
売
命
像
に
つ
い
て

平
成
十
年
度
上
代
文
学
会
大

会
、
常
葉
学
園
短
大

平
成
一
〇
年
五
月
一
七
日

13

国
見
等
の
国
土
称
賛
表
現
と
国
土
創
生
神
話
の
関
わ
り

平
成
一
二
年
度

上
代
文
学
会
大
会

長
野
県
短
期
大
学
講
堂

平
成
一
二
年
五
月
二
八
日

14

中
世
小
説
に
於
け
る
竜
蛇
の
描
写
に
つ
い
て－

先
行
の
文
学
作
品
を
視
野

に
入
れ
て－

平
成
一
三
年
度
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会

長
崎
大
学
教

育
学
部

平
成
一
三
年
一
二
月
九
日

15

古
事
記
の
成
立
と
構
造－

国
生
み
神
話
と
国
作
り
神
話
を
巡
っ
て－

平

成
一
五
年
度
古
事
記
学
会
五
〇
周
年
記
念
大
会

國
學
院
大
學

平
成
一

五
年
六
月
二
二
日

16

語
彙
史
を
中
心
と
し
て
見
た
「
う
と
う
や
す
か
た
伝
承
」
の
諸
問
題

第

八
十
五
回
国
語
語
彙
史
研
究
会

同
志
社
女
子
大
学
今
出
川
学
舎

平
成

一
九
年
四
月
二
八
日

17

中
世
小
説
『
七
夕
』
の
本
文
と
挿
絵
に
つ
い
て

The
18
th

E
A
JR
S

（European
Association

of
Japanese

Resource
Specialists

）

A
nnual

Conference

）（Rom
e,
instituto

G
iapponese

di
Cul-

tura

ロ
ー
マ
・
イ
タ
リ
ア
日
本
文
化
会
館
）

平
成
一
九
年
九
月
一
九

日
〜
二
二
日

18

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
、
天
石
屋
戸
神
話
と
天
孫
降
臨
神
話
で
、
な
ぜ
同
じ
姿

態
で
描
か
れ
る
の
か
？

比
較
神
話
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
南
山
大
学
Ｊ
棟

一
階
会
議
室
（
名
古
屋
）

平
成
二
〇
年
一
月
五
日

19

憧
憬
す
る
漢
風
の
対
抗
と
し
て
の
和
風
の
文
学
、
平
成
二
一
年
度
長
崎
大

学
国
語
国
文
学
会
、
長
崎
大
学
教
育
学
部

平
成
二
一
年
一
二
月
五
日

20

古
事
記
国
生
み
神
話
に
お
け
る
長
崎
の
位
置
と
日
本
・
中
国－

「
値（
ち
）

嘉
島
（
か
の
し
ま
）（
五
島
列
島
）
両
児
島
（
ふ
た
ご
の
し
ま
）（
男
女
群

島
）」
を
中
心
に
、
日
中
文
化
交
流
広
領
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム－

歴
史
・
文

学
・
言
語
・
思
想
の
視
点
か
ら－

、
長
崎
大
学
環
境
科
学
部

平
成
二
二

年
一
〇
月
七
日
（
木
）

21

彗
星
と
箒
を
め
ぐ
る
諸
問
題

比
較
神
話
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
奈
良
県
新

公
会
堂
（
奈
良
市
春
日
町
）

平
成
二
五
年
一
二
月
二
三
日
（
月
）



長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
八
十
三
号
（
二
〇
一
七
）

二
〇

22

三
輪
山
伝
説
の
起
源
を
探
る

Ｇ
Ｒ
Ｍ
Ｃ
千
葉
大
会

二
〇
一
四
年
三
月

平
成
二
六
年
三
月
二
八
日

23

言
葉
遊
び
を
利
用
し
た
古
典
教
育
・
古
典
研
究－

万
葉
集
の
戯
書
を
中
心

に－
平
成
二
六
年
度
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会

平
成
二
六
年
一
一
月
二

九
日

科
学
研
究
費
補
助
金
・
内
地
研
究
・
在
外
研
究
等

１

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
（
Ａ
）

中
世
小
説
『
あ
め
わ
か

み
こ
』
の
天
稚
系
と
七
夕
系
に
於
け
る
、
本
文
並
び
に
内
容
に
関
す
る
研

究

一
九
八
五
年
度
（
昭
和
六
〇
）
配
分
総
額
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

２

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
（
Ａ
）

中
世
小
説
『
あ
め
わ
か

み
こ
』
の
本
文
の
系
統
及
び
『
あ
め
わ
か
み
こ
』
像
の
変
遷
に
関
す
る
研

究

一
九
八
六
年
度
（
昭
和
六
一
）
配
分
総
額
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

３

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
（
Ａ
）

中
世
小
説
『
あ
め
わ
か

み
こ
』
の
諸
本
の
系
統
関
係
、
成
立
経
緯
、
並
び
に
文
学
的
意
義
に
関
す

る
研
究

一
九
八
七
年
度
（
昭
和
六
二
）
配
分
総
額
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

４

文
部
省
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
（
Ｃ
）（
二
年
目
よ
り
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

（
２
）
に
名
称
変
更
）

中
世
小
説
と
散
逸
物
語
の
関
連
に
つ
い
て
の
研

究
（『
風
葉
和
歌
集
』
所
蔵
の
物
語
を
中
心
と
し
て
）

一
九
九
五
年
度

〜
一
九
九
七
年
度
（
平
成
七
〜
平
成
九
）

配
分
総
額
一
、二
〇
〇
、〇
〇

〇
円

５

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
２
）
中
世
小

説
の
挿
絵
と
本
文
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究

基
盤
研
究
（
Ｃ
）

一
九

九
八
年
度
〜
二
〇
〇
一
年
度
（
平
成
一
〇
〜
平
成
一
三
）
配
分
総
額
二
、

九
〇
〇
、〇
〇
〇
円

６

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
Ｃ
）

中
世
小
説
の
発
生
と
展

開
、影
響
に
つ
い
て
の
研
究－

本
文
と
挿
絵
の
両
面－

基
盤
研
究（
Ｃ
）

二
〇
〇
四
年
度
〜
二
〇
〇
七
年
度
（
平
成
一
六
〜
平
成
一
九
）
配
分
総
額

三
、七
七
〇
、〇
〇
〇
円

７

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
Ｃ
）

中
世
小
説
の
生
成
発
展

過
程
の
研
究－

伝
本
・
説
話
・
挿
絵
を
中
心
に－

基
盤
研
究
（
Ｃ
）

二
〇
〇
九
年
度
〜
二
〇
一
三
年
度
（
平
成
二
一
〜
平
成
二
五
）
配
分
総
額

四
、〇
三
〇
、〇
〇
〇
円

８

文
部
省
内
地
研
究

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

鈴
木
日
出
男
先

生
の
受
け
入
れ

平
成
七
年
五
月
か
ら
一
〇
月

９

文
部
省
在
外
研
究

ア
メ
リ
カ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
・

図
書
館
所
蔵
の
中
世
小
説
の
伝
本
調
査

平
成
一
〇
年
八
月
か
ら
九
月

10

長
崎
大
学
教
育
学
部
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

東
京
大
学
人
文
社
会
科
学
研

究
科
国
文
学
研
究
室

多
田
一
臣
先
生
の
受
け
入
れ

平
成
二
〇
年
五
月

か
ら
九
月

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
関
係

１

「
長
崎
大
学
付
属
図
書
館

幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
メ
タ
デ
ー
タ
・

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
け
る
古
写
真
の
解
説
（
箱
根
・
小
田
原
地
域
）

平
成
一
八
年
三
月

２

國
學
院
大
學
の
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
環
と
し
て
の
『
万
葉
集

神
事
語
辞
典
』（
辰
巳

正
明
氏
・
城
﨑

陽
子
氏
監
修
）
オ
ン
ラ
イ
ン

版
の
一
部
項
目
解
説

平
成
二
一
年
九
月
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二
一

中
高
な
ど
の
出
前
授
業
・
指
導
助
言
等

１

附
属
中
学
校
で
の
古
典
授
業
〔
平
成
十
七
年
か
ら
二
十
一
年
の
五
か
年
に

亘
り
、「
自
己
探
求
」「
学
問
探
究
」の
テ
ー
マ
で
、
日
本
の
古
典
文
学（
時

間
の
切
れ
目
と
異
類
の
出
現
、
季
節
感
、
星
や
虹
、
不
老
不
死
な
ど
）
や

日
本
語
の
特
性
（
謎
々
・
言
葉
遊
び
）
な
ど
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
行

う
。

２

高
大
連
携
事
業

県
立
壱
岐
高
校
で
の
出
前
授
業
（
平
成
二
二
年
七
月
三

日
）「
星
の
描
か
れ
た
日
本
の
神
話
・
伝
説
・
物
語
」

３

長
崎
地
域
発
見
大
学
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
平
成
二
三
年
一
一
月
一

八
日
（
金
））「
古
事
記
か
ら
壱
岐
を
読
む－

国
生
み
神
話
を
中
心
に－

」

４

高
大
連
携
事
業

県
立
長
崎
南
高
校
で
の
出
前
授
業
（
平
成
二
四
年
一
〇

月
四
日
）「
星
座
と
日
本
の
神
話
・
伝
説
・
物
語
の
関
係
に
つ
い
て
」

５

高
大
連
携
事
業

県
立
島
原
高
校
で
の
出
前
授
業
（
平
成
二
六
年
一
〇
月

三
一
日
）「
日
本
神
話
の
謎
を
解
く
」

６

平
成
二
六
年
度
長
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
・
中
学
校
教
育
研
究
発

表
会
に
お
け
る
指
導
助
言
（
平
成
二
七
年
一
月
）

７

平
成
二
七
年
度
長
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
・
中
学
校
教
育
研
究
発

表
会
に
お
け
る
指
導
助
言
（
平
成
二
八
年
二
月
）

８

教
員
免
許
認
定
講
習
の
講
師
（
長
崎
市
）

９

教
員
免
許
更
新
講
習
の
講
師（
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
大
村
市
、
島
原
市
、

上
五
島
町
）

非
常
勤
関
係

新
居
浜
市
万
葉
研
究
会
講
師

新
居
浜
市
十
全
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師

長
崎
大
学
公
開
講
座
講
師

長
崎
市
北
公
民
館
講
師

大
村
市
国
立
大
村
病
院
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師

長
崎
市
中
央
公
民
館
学
習
サ
ー
ク
ル

さ
ざ
ん
か

講
師

放
送
大
学
非
常
勤
講
師

長
崎
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師

島
原
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師

Ｎ
Ｂ
Ｃ
学
園

文
学
・
教
養
コ
ー
ス
非
常
勤
講
師

平
山
茶
道
会
館
講
師

外
部
委
員
な
ど

国
文
学
研
究
資
料
館
特
別
調
査
員
・
調
査
員
・
研
究
員

古
事
記
学
会
理
事
・
西
日
本
国
語
国
文
学
会
地
区
委
員
・
長
崎
大
学
国
語
国
文

学
会
会
長
・
科
学
研
究
費
審
査
員
・
九
州
地
区
リ
ポ
ジ
ト
リ
論
文
査
読
委
員
・

名
勝
「
三
井
楽
（
み
み
ら
く
の
し
ま
）」
保
存
活
用
計
画
策
定
委
員
会
委
員
（
五

島
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
担
当
）
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